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江
戸
優ま

さ

り
佐
原
の
「
食
め
ぐ
り
」

料
理
の
鉄
人 
香
取
を
究
め
る

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
の
携
帯
電
話
で
、
今
い
る
場
所
か
ら

観
光
・
グ
ル
メ
・
土
産
な
ど
の
情
報
を
地
図
と
一
緒
に

ゲ
ッ
ト
で
き
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
で
読

み
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
返
信
さ
れ
て
く

る
メ
ー
ル
か
ら
サ
ー
ビ
ス
に
入
れ
ま
す
。

▲docomo用

＂
よ
う
こ
そ
香
取
へ
＂

ふ
る
さ
と
回
遊
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

▲au/ソフトバンク用

歴
史
の
ま
ち
佐
原
で

 

食
べ
た
い
ポ
ー
ク
料
理

　

江
戸
優
り
佐
原
の
食

め
ぐ
り
マ
ッ
プ
に
は
、

佐
原
の
お
い
し
い
情
報

が
満
載
で
す
。
佐
原
観

光
案
内
所
や
町
並
み
交

流
館
、
掲
載
店
舗
な
ど

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

佐
原
の
路
地
を
散
策
し

な
が
ら
、
各
店
自
慢
の

逸
品
を
食
べ
に
行
っ
て

　

み
ま
せ
ん
か
？

　佐原グルメ祭りでは、「歴史のまち佐
原で食べたいポーク料理」と題し、千葉
県産の豚肉を使った料理コンテストも同
時開催されました。陳さんも審査員とし
て参加し、最優秀賞には、佐竹真由美さ
ん（寺内）が作った、「オレンジソース

deポークソテー」
が選ばれました。
　　佐竹さんの料
　理は、次回の食

めぐり開催時に、
限定商品と
して提供さ
れます。

▲最優秀賞の
　「オレンジソースdeポークソテー」

こ
れ
で
あ
な
た
も
グ
ル
メ
通

　

佐
原
は
、
江
戸
時
代
中
期
以

降
に
利
根
川
の
水
運
で
栄
え
た

地
域
で
あ
り
、﹁
江
戸
優
り
﹂

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
隆
盛
を
極

め
た
商
都
で
し
た
。
小
野
川
沿

い
に
は
、
江
戸
時
代
の
店
構
え

を
残
す
商
家
や
昔
の
道
具
、
風

習
を
大
切
に
伝
え
て
き
た
家
が

多
く
、
当
時
の
面
影
を
今
も
色

濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
郷
地
帯
の
田
圃
か

ら
収
穫
さ
れ
る
早
場
米
や
舟
便

に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
は
醸
造

文
化
が
栄
え
、
味
噌
・
醤
油
・

味み

醂り
ん

・
酒
な
ど
が
江
戸
に
運
ば

れ
﹁
江
戸
の
味
﹂
を
支
え
て
い

ま
し
た
。
今
も
酒
造
り
や
醤
油

造
り
の
醸
造
技
術
や
営
み
が
残

り
、
当
時
の
生
き
生
き
と
し
た

江
戸
優
り
の
食
文
化
が
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
江
戸
優
り
の
食
文
化
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
ま
ち
ぐ

る
み
で
﹁
食
﹂
に
よ
る
お
も
て

な
し
を
す
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

 

佐
原
グ
ル
メ
祭
り

ゲ
ス
ト
は

料
理
の
鉄
人 

陳ち
ん

建け
ん

一い
ち 

氏

　

3
月
22
日
に
、
佐
原
の
食
文

化
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
、﹁
佐

原
グ
ル
メ
祭
り
﹂
が
佐
原
町
並

み
交
流
館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
料
理
の
鉄

人
と
し
て
有
名
な
陳
建
一
氏
が

ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
地

元
産
豚
肉
﹁
北
総
の
ポ
ー
ク
﹂

を
使
っ
た
麻
婆
丼
を
自
ら
調
理

し
、
試
食
会
に
参
加
し
た
人
た

ち
に
振
舞
い
ま
し
た
。

　

麻
婆
丼
を
試
食
し
た
参
加
者

た
ち
か
ら
は
、﹁
辛
さ
が
お
い

し
い
﹂
な
ど
、
本
場
の
味
を
楽

し
む
声
が
聞
け
ま
し
た
。

地
域
の
産
品
を
紹
介

　

地
域
の
産
品
を
紹
介
す
る

ブ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
、﹁
北
総

の
ポ
ー
ク
﹂
を
使
用
し
た
テ

リ
ー
ヌ
や
、
栗
源
地
区
の
特
産

品
﹁
ベ
ニ
コ
マ
チ
﹂
を
使
っ
た

焼
き
芋
と
焼
酎
、
新
鮮
野
菜
な

ど
が
提
供
さ
れ
、
香
取
市
の
食

の
魅
力
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課　

☎
（50）
1
2
1
2

いざ、グルメの旅へ

▲受賞を祝う陳さんと佐竹さん



【行政情報】

一般会計・特別会計・公営企業会計
総額511億1,146万円

平成21年度当初予算の概要

（対前年度比4.5％増）

   増減率
△1.4％ 

△98.3％ 
5.2％ 

△10.8％
13.7％

△5.1％
62.3％

△97.5％
1.1％

△15.9％
1.5％

  対前年度増減額
△1億5,000万円
△8億2,200万円

2億　800万円
△1,300万円

2,500万円
△450万円

11億6,400万円
△953万円

100万円
△1億1,700万円

2億8,197万円

当初予算額
102億0,000万円

1,400万円
41億9,000万円
1億    700万円
2億    700万円

8,350万円
30億3,300万円

24万円
9,600万円

6億2,100万円
185億5,174万円

■特別会計
区　分

国民健康保険事業
老人保健事業
介護保険事業
居宅介護サービス事業
農業集落排水事業
観光事業
下水道事業
土地取得事業
火葬場事業
後期高齢者医療事業

合　計

　平成21年度予算編成では、総合計

画および集中改革プランの実現に向

け、重点施策として医療の充実、農

業振興対策、企業・工場誘致の促進、

小・中学校の耐震補強など継続的か

つ具体的な取り組みを優先しました。

　また、人件費の縮減をはじめ、合

併効果、合併特例債などを有効に活

用し、効率的かつ積極的な予算の配

分に努めました。

市税…市民税・固定資産税・軽自動車税などの税
地方交付税…財政規模などに応じて国から交付されるお金
市債…国・県や銀行などから借り入れるお金
国・県支出金…特定の事業などに国・県から交付されるお金
諸収入…受託事業収入や預金利子・各種貸付金元利収入などのお金
繰入金…保有している基金から繰り入れるお金
地方消費税交付金…消費税の一部で県から交付されるお金
その他…使用料、手数料、財産収入などのお金

民生費…障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、生活保護などの事業に使うお金
教育費…小中学校や生涯学習など教育、文化などの事業に使うお金
総務費…人事、企画、財政、徴税、戸籍、統計などの総務事務に使うお金
公債費…国・県、銀行などから借りた市債（市の借金）を返済するためのお金
衛生費…健康づくり、廃棄物処理、公害対策などの事業に使うお金
土木費…道路、公園、住宅などの事業に使うお金
消防費…消防防災対策などの事業に使うお金
農林水産業費…農業・畜産・林業の振興のために使うお金
商工費ほか…商工費、議会費など

平成21年度予算の概要

民生費
75億1,038万円
（26.47％）

283億
7,000万円

歳出

衛生費
31億2,253万円
（11.01％）

公債費
31億8,598万円
（11.23％） 総務費

34億5,205万円
（12.17％）

教育費
41億6,508万円
（14.68％）

土木費
29億4,332万円
（10.37％）

消防費
17億9,612万円

（6.33％）

農林水産業費
14億3,319万円

（5.05％）

商工費ほか
7億6,135万円

（2.69％）

一般会計の
歳入と歳出

　一般会計予算額は、283億7千万円

で、前年度予算と比べ、11億₄千万

円増加し、プラス4.2％となってい

ます。

　また、一般会計に10の特別会計と

₂の公営企業会計を加えた予算総額

は、前年度予算と比べ、21億9,128

万円増加し、プラス4.5％となりま

した。

問い合わせ　財政課　☎(50)1207

市税
87億7,708万円
（30.94％）

283億
7,000万円

歳入

地方交付税
71億   300万円
（25.04％）

市債
38億6,340万円
（13.62％）

県支出金
15億6,612万円（5.52％）

国庫支出金
23億2,702万円

（8.20％）

諸収入
8億3,513万円（2.94％）

繰入金
7億6,302万円（2.69％）

地方消費税交付金
7億3,500万円（2.59％）

その他
24億    23万円（8.46％）

収入
支出
収入
支出

増減率
4.2％ 
1.5％

22.5％
4.5％

増減率
27.7％ 
23.9％
0.5％

△1.1％ 

対前年度増減額
11億4,000万円
2億8,197万円
7億6,930万円

21億9,128万円

対前年度増減額
7億　743万円
7億7,149万円

76万円
△219万円

当初予算額
283億7,000万円
185億5,174万円
41億8,972万円

511億1,146万円 

当初予算額
32億5,688万円
40億　157万円
1億4,405万円
1億8,814万円

■予算規模
　　 区　分

一般会計
特別会計
公営企業会計

　　 合　計

■公営企業会計
　　 区　分

水道事業会計

簡易水道事業会計

※会計ごとに₁万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

広報 �2009年（平成21年）4月15日



【行政情報】

産業・経済の振興
効率的な営農活動の推進……………… 6,116万円

市が農地の貸し手と借り手の間に入り、農地の
利用調整を行う「農地保有合理化事業」を展開

農道整備の推進…………………… 1億2,987万円
農業生産基盤などの整備を通じて活力ある農村
地域の形成を推進

新品種の産地育成………………………… 488万円
サトイモ新品種「ちば丸」の産地づくりのため、
安定的な生産体制の整備などを支援

農産物の販路拡大……………………… 1,253万円
県内有数の生産量を誇る農産物の販路拡大を図
るため、国内や海外市場への販売促進活動およ
び米粉への取り組みを支援

生産性の高い農業の推進………… 2億2,300万円
耕種作物共同利用施設（マッシュルーム菌床製
造プラント）の整備を支援

都市農村交流の促進…………………… 4,842万円
都市農村交流事業の促進を図るため、農業体験
施設の整備を支援

循環型農業の推進……………………… 2,617万円
家庭や飲食店から排出される廃食油を原料にバイ
オディーゼル燃料を製造する施設の整備を支援

中小企業への資金融資…………… 1億5,571万円
中小企業者の経営基盤の安定化のため、事業資
金の融資、利子補給、保証料の補助

まちの賑わい創出………………………… 200万円
まちの賑わい創出のため、ギャラリー、コンサー
トなどの文化的な集客イベントを実施

健康・福祉の充実
地域福祉の活性化………………………… 650万円

高齢者などが慣れ親しんだ地域で、自立し安心
した生活を送るための香取市見守りネットワー
ク事業を推進

次世代育成支援対策の充実……………… 350万円
次世代育成支援行動計画を策定し、計画的な子
育て支援を推進

乳幼児医療対策の充実……………… 1億 742万円
乳幼児医療費の助成を小学校就学前まで無料に拡充

不妊治療対策の充実……………………… 780万円
不妊治療を行っている人に医療費の一部を助成

障害者の社会参加を促進………………… 623万円
就労の場を提供する施設や、送迎を実施する施設
に助成を行い、在宅障害者の社会参加を促進

妊婦・乳児保健事業の推進…………… 3,825万円
妊婦健診の公費負担による受診回数を5回から
14回に拡充

地域医療体制の充実……………… 4億5,253万円
国 保 小 見 川
総 合 病 院 を
運 営 す る 香
取 市 東 庄 町
病 院 組 合 へ
の負担金

生活・環境の向上
香取神宮駐車場公衆便所の整備……… 5,000万円

老朽化した香取神宮駐車場の公衆トイレを整備
し、バリアフリー化を実施

防災行政無線システムの統合…… 1億4,135万円
防災行政無線の周波数の統合を図るため、子局
および戸別受信機を更新

教育・文化の推進
小学校施設の耐震改修…………… 3億7,804万円

耐震化が必要と診断された小見川西小学校、北
小学校体育館の耐震補強工事を実施

中学校施設の耐震改修…………… 9億5,113万円
耐震化事業として、佐原中学校体育館と武道場
の増改築工事を実施

学校給食センターの統合整備………… 3,400万円
学校給食センターの統合整備にかかる設計など
の業務を委託

市民体育館の施設整備………………… 5,789万円
安全安心な施設での利用を市民に提供するた
め、耐震補強などの施設整備を実施

平成21年度予算の主な重点施策事業
コミュニティセンターの施設整備…… 1,413万円

香取東コミュニティセンター基本設計業務の委託
香取小江戸マラソン大会の開催………… 200万円

香取市の特性を活かした香取小江戸マラソン大
会を実施

都市基盤の整備
佐原駅周辺の整備………………… 2億8,747万円

佐原駅南口駐
輪 場 を 整 備
し、駅舎と観
光 交 流 セ ン
ターの整備工
事を委託

佐原広域交流拠点の整備………… 1億4,627万円
佐原広域交流拠点の整備を完了させ、施設の維
持管理運営体制を確立

幹線道路網の整備………………… 4億9,543万円
市内の幹線市道を整備

橋梁長寿命化修繕事業の実施………… 2,000万円
道路橋梁の長寿命化修繕計画を策定し、橋梁改
築・補修を計画的に推進

循環バス等の利便性の向上…………… 8,097万円
市内の地域公共交通体制の充実を目指し、新た
に循環バスの実証運行（小見川区）を行うなど、
市民の利便性の向上を図る

市民参画・行政の取り組み
地域の振興………………………………… 480万円

市民の創意工夫による地域の特性を活かした特
色あるまちづくり活動を行う団体を対象に、活
動経費を補助

男女共同参画計画の策定・推進………… 143万円
男女共同参画社会形成のための指針となる、男
女共同参画計画を策定

ふるさと交流空間づくり事業…………… 306万円
「ふるさと農村交流活動」を実施する市民活動
団体を支援し、活動をコーディネートする組織
の立ち上げを研究

　市では、窓口での各種申請手続きや、施設案内など、
市民の日常生活に役立つ行政情報誌、香取市「くらし
のガイドブック」を、㈱サイネックス（本社大阪市）
の協力により作成します。
　同社は、約20年も前から50音別電話帳「テレパル
50」を作成しており、豊富な実績とノウハウを持つ企
業と、市民向けの行政情報誌の発行を検討していた市
が連携し、企業と行政の共同事業として実施します。
　特徴として、市が行政情報を提供し、同社が編集・
印刷・配布（本年₇月末）を一括して行い、事業に
係る費用は、ガイドブックに掲載する有料広告費で
すべて賄うため、市側の財政負担は無く、県内の市町村では₆番目の実施となり
ます。
　内容は、各種の行政情報を始め、市民の皆さんが日ごろ関わりのある各種の企
業情報なども掲載し、電話帳としての役割も兼ね備えるため、日常生活で高い利
便性と保存性が期待できます。
　紙面はフルカラー印刷で、150ページ程度に使いやすく取りまとめ、市内すべ
ての世帯に配布します。広告募集などの詳細は、広報紙やホームページでお知ら
せします。
問い合わせ　秘書広報課　☎(50)1204

財政負担の軽減を図り、市民サービスの向上と地域経済を活性化

「くらしのガイドブック」を作成します

▲�ガイドブック作成に調印
をしたサイネックス  村田
社長と宇井市長

　市税は、市民税・固定資産税など合計87億7,707
万₆千円で、市民₁人あたり、10万₂千円になりま
す。なお、市が皆さんのために使うお金との差額は、
国や県からの補助金や借入金（市債）などの財源で
賄われます。

民生費
₈万₇千円

商工費ほか
₉千円

農林水産業費
₁万₇千円

土木費
₃万₄千円

衛生費
₃万₆千円

公債費
₃万₇千円

消防費
₂万₁千円

総務費
₄万円

教育費
₄万₈千円

　今年度の一般会計予算は、283億₇千万円で、こ
れを市民₁人あたりに使うお金に換算すると、32万
₉千円になります。

市民₁人あたりに
使われる市のお金

市民₁人あたりが
負担する税金

32万₉千円

10万₂千円

※平成21年₁月₁日現在の人口 86,131人を基に算出

₂日㈪～₄日㈬　市議会予算審査特別委員会

₅日㈭　総合計画審議会・委嘱状交付式

₆日㈮　佐原広域交流拠点PFI事業建設工事起工式 

₇日㈯　まちづくり観光フォーラム

16日㈪　自衛隊入隊予定者激励会

18日㈬　市議会定例会本会議（₂月25日～₃月18日）

24日㈫　香取市東庄町清掃組合議会

24日㈫　香取市東庄町病院組合議会

25日㈬　水郷おみがわ桜つつじまつり点灯式

31日㈫　香取市東庄町清掃組合解散式

₃月の主な行動

▲�森田新千葉県知事を
　表敬訪問（₃月30日）

� 広報 2009年（平成21年）4月15日



【行政情報】

定額給付金と子育て応援特別手当
申請の受け付けが始まります。申請は10月21日㈬まで

給
付
対
象
者

　

定
額
給
付
金
は
、
平
成
21
年

2
月
1
日
を
基
準
日
と
し
、
基

準
日
現
在
、
香
取
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
、
お
よ
び
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象

に
給
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
所
得
制

限
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

給
付
額

　

65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
19
年

2
月
2
日
以
前
に
出
生
）、
18

歳
以
下
の
人
（
平
成
2
年
2
月

2
日
以
降
に
出
生
）
に
は
、
1

人
当
た
り
2
0
0
0
0
円
、
そ

の
他
の
人
に
は
、
1
人
当
た

り
1
2
0
0
0
円
を
給
付
し
ま

す
。

申
請
・
受
給

　

定
額
給
付
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
市
か
ら
送
付
す
る
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
原

則
と
し
て
、
基
準
日
現
在
の
世

帯
主
が
申
請
し
、
世
帯
主
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

外
国
人
は
原
則
と
し
て
、
対

象
者
本
人
が
申
請
し
、
本
人
の

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
現
金
に
よ
る

給
付
も
選
択
で
き
ま
す
。

世
帯
主
が
亡
く
な
っ
た

場
合

　

基
準
日
以
降
に
世
帯

主
が
亡
く
な
っ
た
場
合

は
、
新
た
に
当
該
世
帯

の
世
帯
主
と
な
っ
た
人

が
申
請
を
行
い
ま
す
。

代
理
に
よ
る
申
請

　

世
帯
主
が
申
請
・
受

給
で
き
な
い
場
合
に
は
、

申
請
書
裏
面
の
委
任
状

の
記
入
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切
手
不

要
）
に
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
本
人
確
認
と
口
座
振
込

を
適
切
に
行
う
た
め
、
必
要
書

類
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
者
確
認
の
添
付
書
類

　

申
請
者
の
公
的
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

保
険
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、外
国
人
登
録
証
明
書
な
ど
）

の
写
し
。
現
金
に
よ
る
給
付
を

希
望
す
る
場
合
も
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

振
込
先
口
座
確
認
の
添
付
書
類

　

振
込
先
口
座
の
金
融
機
関

名
、
支
店
名
、
口
座
番
号
、
口

座
名
義
人
（
カ
タ
カ
ナ
）
が

わ
か
る
通
帳
ま
た
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

現
金
に
よ
る
給
付
希
望
の
場

合
は
不
要
で
す
。

給
付
決
定
の
通
知

　

申
請
書
の
受
付
・
書
類
確
認

後
、
は
が
き
で
給
付
決
定
と
口

座
振
込
日
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
現
金
に
よ
る
給
付
の
場
合

も
同
様
に
、
給
付
日
時
と
場
所

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他

　

申
請
期
限
は
、
10
月
21
日
㈬

ま
で
で
す
。（
当
日
消
印
有
効
）

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
定
額

給
付
金
を
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

　

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に

よ
り
、
定
額
給
付
金
の
給
付
を

受
け
た
場
合
は
、
す
で
に
給
付

を
受
け
た
定
額
給
付
金
の
返
還

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

定
額
給
付
金
の
給
付
を
受
け

る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
ま
た

は
担
保
に
供
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

定
額
給
付
金
室
☎

（50）
1
2
9
0

定
額
給
付
金
が

給
付
さ
れ
ま
す

　

定
額
給
付
金
は
、
住
民
へ
の
生
活
支
援
、
地
域

の
経
済
対
策
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。申
請
書
は
、

本
日
4
月
15
日
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
が

届
い
た
ら
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　定額給付金や子育て応援特別手当などを狙った振り込め詐欺には、充分
注意してください。
　市や総務省が、ATM（現金自動預払機）の操作をお願いすることや、
給付のための手数料などの振り込みを求めることは、絶対にありません。
　もし、不審な電話がかかってきた場合は、すぐに香取警察署にご連絡く
ださい。

問い合わせ　香取警察署　☎(54)0110

　申請書などを同封したお知らせを世帯主あて
に、郵送します。届かない場合は、ご連絡ください。

市から申請書などを郵送

・申請書

・申請者の身分証明書のコピー

・振込先の通帳のコピー（口座番号、カタカナ表

記の名義人氏名がわかるもの）

　同封の返信用封筒で返送してください。

　給付額や振込日、現金給付日を記載した給付決

定通知書を郵送します。

　口座振込の場合は、指定された口座に振り込み

されます。現金給付の場合は、指定された日時と

場所で給付金を受け取ってください。

1

市へ申請書などを返送2

市から給付決定の通知3

給付金の給付4

給付金の申請から
受け取りまで

詐
欺
に

注
意

千
葉
県
道
路
整
備
課
⋮
⋮
1
人

成
田
空
港
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
2
人

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
1
人

 

他
団
体
か
ら
の
受
け
入
れ

千
葉
県
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
2
人

千
葉
県
警
察
本
部
⋮
⋮
⋮
1
人

千
葉
県
教
育
委
員
会
⋮
⋮
13
人

問
い
合
わ
せ

職
員
課 

☎
（50）
1
2
4
0

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所　　 　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

担
当
地
区　

与
倉

■
鈴
木　

昭　

☎
（59）
2
0
2
5

担
当
地
区　

上
谷
津

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
0
9

み
つ
子
（
子
育
て
支
援
課
長
）

▼
篠
塚
富
義
（
子
育
て
支
援
課

副
参
事
）
▼
篠
塚
寿
（
健
康
づ

く
り
課
副
参
事
）▼
安
部
正（
国

保
年
金
課
長
）
▼
高
岡
茂
（
教

育
総
務
課
長
）
▼
竹
蓋
均
（
学

校
教
育
課
副
参
事
）
▼
角
田
伸

一
（
小
見
川
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）▼
鵜
澤
清
明（
佐
原
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
内

山
賢
一（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）

▼
福
水
睦
夫（
国
体
推
進
室
長
）

▼
久
保
木
純
生
（
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）
▼
根
本
徹
（
監
査

委
員
事
務
局
長
）

小
見
川
区
事
務
所

▼
篠
塚
吉
夫
（
市
民
課
長
）

山
田
区
事
務
所

▼
玉
造
和
男
（
市
民
課
長
）

栗
源
区
事
務
所

▼
江
波
戸
博
（
市
民
課
長
）

■
派
遣

▼
郡
増
美
（
香
取
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
事
務
局
長
）

人
事
異
動

　

4
月
1
日
付
け
で
異
動
し

た
、
課
長
級
以
上
の
職
員
配
置

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

職
員
課　
　
　

☎
(50)
1
2
4
0

■
部
長
級 

▼
綱
島
喜
一
郎
（
健
康
福
祉
部

参
事
）

▼
吉
岡
桂
枝
（
会
計
管
理
者
）

▼
篠
塚　

章
（
教
育
部
長
）

■
課
長
級

市
役
所

▼
伊
藤
勝
重
（
行
財
政
改
革
推

進
室
長
）
▼
寺
島
雄
一
（
環
境

安
全
課
長
）
▼
柳
林
澄
雄
（
養

護
老
人
ホ
ー
ム
所
長
）
▼
多
田

好
男
（
障
害
福
祉
課
長
）
▼
椿

　

香
西
地
区
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
、
4
月
1
日
付
で
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
省
略
）

■
高
橋
不
二
夫
☎

（58）
1
8
3
7

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介

　

市
で
は
、
職
員
の
広
い
視
野

と
豊
か
な
発
想
力
の
醸
成
や
、

組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
人
材
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

研
修
派
遣

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⋮
1
人

千
葉
県
市
町
村
課
⋮
⋮
⋮
1
人

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

人
材
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す

市
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支
給
対
象
の
お
子
さ
ん

　

平
成
14
年
4
月
2
日
生
ま
れ

か
ら
平
成
17
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
、
第
2
子
以
降
の
お
子
さ

ん
で
、
平
成
21
年
2
月
1
日
現

在
、
香
取
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん

と
、
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
で
す
。

　

第
2
子
の
判
定
は
、
18
歳
以

下
の
お
子
さ
ん
で
、
平
成
2
年

4
月
2
日
生
ま
れ
以
降
の
お
子

さ
ん
の
中
か
ら
年
齢
順
に
第
1

子
、
第
2
子
と
数
え
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

支
給
対
象
の
お
子
さ
ん
が
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
、
平
成

21
年
2
月
1
日
現
在
、
香
取
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人
、
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　

支
給
対
象
の
お
子
さ
ん
と
第

1
子
が
別
居
し
て
い
る
と
き

は
、
同
じ
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
申

請
時
に
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
の
写
し
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
所
得
制

限
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

支
給
額

　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
1
人

当
た
り
3
万
6
千
円
を
、
同
居

し
て
い
る
世
帯
主
に
支
給
し
ま

す
。
手
当
の
支
給
は
1
回
払
い

で
す
。

申
請
の
手
続
き

　

手
当
受
給
に
は
、
支
給
対
象

の
お
子
さ
ん
と
同
居
し
て
い
る

世
帯
主
が
申
請
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
市
か
ら
第
１
子

と
対
象
と
な
る
第
2
子
以
降
の

お
子
さ
ん
が
同
居
し
て
い
る
世

帯
主
あ
て
に
、
4
月
20
日
ご
ろ

ま
で
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
申
請

書
を
記
入
し
、
必
要
な
添
付
書

類
と
と
も
に
返
信
用
封
筒
に
同

封
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
第
1
子
と
対
象
と

な
る
第
2
子
以
降
の
お
子
さ
ん

が
別
居
し
て
い
る
と
き
は
、
住

民
基
本
台
帳
で
確
認
で
き
な
い

た
め
申
請
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
市
役
所
窓
口
で
の
申
請
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

手
当
の
受
け
取
り
は
、
原
則

と
し
て
世
帯
主
へ
の
口
座
振
込

と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類

①
ご
本
人
を
確
認
す
る
た
め

　

世
帯
主
の
運
転
免
許
証
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
外
国
人
登
録
証
明
書

な
ど
の
写
し

②
振
込
口
座
の
氏
名
と
番
号
を

確
認
す
る
た
め

　

金
融
機
関
名
、
本
支
店
名
、

子
育
て
応
援
特
別
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

子育て応援特別手当の支給例

Ａさんの世帯では第2子と第3子の2人が該当し7万2千円支給

平成₂年₄月₂日～平成17年₄月₁日生まれ

平成14年₄月₂日～
　平成17年₄月₁日生まれ

平成17年₄
月₂日以降
に生まれた
お子さん

Ａさんの世帯にいるお子さん

第₁子 第₂子 第₃子 第₄子

口
座
番
号
、
口
座
名
義
人
（
カ

ナ
）が
分
か
る
世
帯
主
の
通
帳
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

③
第
1
子
の
子
ど
も
と
別
居
し

て
い
る
場
合
、
扶
養
の
確
認
を

す
る
た
め

　

第
1
子
の
お
子
さ
ん
の
健
康

保
険
の
被
保
険
者
証
の
写
し
、

ま
た
は
扶
養
し
て
い
る
人
の
確

定
申
告
書
な
ど
の
写
し

■
申
請
の
期
限

　

申
請
期
限
は
、
10
月
21
日
㈬

ま
で
で
す
。
郵
送
申
請
の
場
合

は
当
日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

　

手
当
は
原
則
と
し
て
、
申
請

受
付
順
で
お
支
払
い
し
ま
す
。

申
請
受
付
期
限
が
近
づ
く
と
大

変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
迅
速
に
お
支
払
い
す
る
た

め
、
早
め
に
郵
送
で
の
申
請
を

お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
応
援
特
別
手
当
担
当

（
定
額
給
付
金
室
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
7
8

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
多
子
世
帯
の
幼
児

教
育
期
の
負
担
に
配
慮
し
、
幼
児
教
育
期
の
第
2

子
以
降
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対

し
、
1
人
当
た
り
3
万
6
千
円
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
子
育
て
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
す
。

Ⓠ
ど
う
し
て
第
2
子
以
降
の
3

～
5
歳
の
子
が
対
象
な
の
で
す

か
？

Ⓐ
多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
に
配

慮
し
つ
つ
、
一
般
に
保
育
所
、

幼
稚
園
に
お
子
さ
ん
が
共
通
し

て
通
う
年
齢
が
小
学
校
就
学
前

3
年
間
で
あ
る
こ
と
、
2
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
に
は
、
別
途
、

児
童
手
当
制
度
で
乳
幼
児
加
算

（
5
0
0
0
円
加
算
）
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的

に
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
対
象
と
な
ら
な
い
お
子

さ
ん
で
も
、
児
童
手
当
や
定
額

給
付
金
の
対
象
と
な
り
え
ま

す
。
た
だ
し
、
児
童
手
当
に
は

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

Ⓠ
わ
が
家
で
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
住
ん
で
い
て
、
世
帯

主
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。
こ

の
場
合
の
支
給
先
は
親
の
わ
た

し
に
な
る
の
で
す
か
？

Ⓐ
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、

子
の
親
で
は
な
く
、
世
帯
主
に

支
給
し
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

世
帯
主
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
支

給
先
と
な
り
ま
す
。

Ⓠ
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
課

税
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

Ⓐ
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
所

得
税
・
個
人
住
民
税
上
の
取
り

扱
い
は
一
時
所
得
と
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
は
50
万
円
の
特
別

控
除
が
あ
る
た
め
、
他
に
一
時

所
得
が
な
い
場
合
、
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

Ⓠ
も
し
申
請
期
限
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ⓐ
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、

申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限
は
受
付
開
始
日
か

ら
6
カ
月
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
も
し
、
申
請
期
限
ま
で

に
申
請
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

辞
退
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

平成2年4月2日～平成17年4月1日生まれ

平成14年4月2日～平成17年4月1日生まれ
平成17年₄
月₂日以降
に生まれた
お子さん

Ｂさんの世帯にいるお子さん

第₃子

Ⓠ
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
毎

年
支
給
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ⓐ
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、

政
府
の
平
成
20
年
度
の
﹁
生
活

対
策
﹂に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

定
額
給
付
金
と
同
様
に
今
回
限

り
の
措
置
で
す
。
た
だ
し
、
実

際
の
申
請
や
支
払
い
は
平
成
21

年
度
に
な
り
ま
す
。

Ⓠ
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
受

け
取
る
と
、
定
額
給
付
金
は
受

け
取
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ⓐ
子
育
て
応
援
特
別
手
当
と
定

額
給
付
金
は
、
ど
ち
ら
も
政
府

の
﹁
生
活
対
策
﹂
に
盛
り
込
ま

れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
趣

旨
、目
的
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

同
時
に
受
け
取
れ
ま
す
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当

受給には
申請が必要です！

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト

･
セ
ン
タ
ー
と
は
、
保
護
者

へ
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
支

援
や
児
童
の
福
祉
向
上
を
目

的
と
す
る﹁
相
互
援
助
活
動
﹂

を
行
う
会
員
組
織
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
仲
介
（
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
り
、
育
児

を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
﹁
依
頼

会
員
﹂
が
、
お
手
伝
い
の
で

き
る
﹁
提
供
会
員
﹂
に
、
育

児
支
援
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

■
会
員
の
種
類

◇
依
頼
会
員
⋮
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
育
児
の

お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
生

後
3
カ
月
以
上
小
学
校
3
年

生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る

人◇
提
供
会
員
⋮
市
内
在
住
で

育
児
の
経
験
が
あ
る
心
身
と

も
に
健
康
な
人
で
、
育
児
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
人

◇
両
方
会
員
⋮
依
頼
会
員
と

し
て
子
ど
も
を
預
か
っ
て
も

ら
い
、
時
に
は
提
供
会
員
と

し
て
預
か
る
こ
と
も
可
能
な

人
（
提
供
会
員
お
よ
び
依
頼

会
員
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
）

■
活
動
内
容

◇
提
供
会
員
、
両
方
会
員
に

よ
る
援
助
活
動
の
内
容

▼
保
育
施
設
、
学
校
の
開
始

時
間
ま
で
か
終
了
時
間
後
子

ど
も
を
預
か
る
こ
と

▼
保
育
施
設
な
ど
ま
で
の
送

迎▼
保
育
施
設
、
学
校
が
休
み

の
日
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ

と▼
冠
婚
葬
祭
や
他
の
子
ど
も

の
学
校
行
事
な
ど
の
時
、
子

ど
も
を
預
か
る
こ
と

▼
買
い
物
な
ど
の
外
出
時
、

子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

▼
子
ど
も
の
軽
度
の
病
気
な

ど
の
時
、
臨
時
的
に
子
ど
も

を
預
か
る
こ
と

※
提
供
会
員
・
両
方
会
員
に

よ
る
援
助
活
動
は
、
原
則
と

し
て
提
供
す
る
会
員
の
家
庭

で
行
い
ま
す

※
児
童
の
宿
泊
を
伴
う
援
助

活
動
は
行
い
ま
せ
ん

■
入
会
手
続
き

　

入
会
申
込
書
に
写
真
2
枚

（
縦
3
㎝
×
横
2
.
5
㎝
）

を
添
え
て
セ
ン
タ
ー
窓
口

（
子
育
て
支
援
課
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー

主
催
の
研
修
受
講
後
、
会
員

登
録
し
ま
す
。
申
込
書
は
子

育
て
支
援
課
に
あ
り
ま
す
。

■
費
用

　

入
会
金
・
年
会
費
は
無
料

で
す
。
依
頼
会
員
は
、
提
供

会
員
に
育
児
支
援
料
を
支
払

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
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Ｂさんの世帯では第2子のみが該当し3万6千円支給
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あなたの力を教育活動に

▲新島小学校の教育活動支援をする髙塚洋勝さん

学校支援ボランティア募集

　

個
人
か
ら
は

■
市
長
へ
の
手
紙
・
メ
ー
ル

　

快
適
で
住
み
よ
い
香
取
市
を

つ
く
る
た
め
、
市
政
に
関
す
る

ご
意
見
・
ご
提
案
・
ご
要
望
を
、

こ
の
﹁
市
長
へ
の
手
紙
・
メ
ー

ル
﹂で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。﹁
市

長
へ
の
手
紙
・
メ
ー
ル
﹂
は
、

市
長
本
人
が
す
べ
て
拝
見
し
て

い
ま
す
。

◇
手
紙
・
メ
ー
ル
の
出
し
方

▼
専
用
投
函
箱
⋮
市
役
所
・
各

区
事
務
所
に
専
用
投
函
箱
と
記

入
用
紙
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
メ
ー
ル
⋮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

HP

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.

k
a
to

ri.lg.jp
/g

yo
u

sei/
m

ayor/m
ail_index.htm

l

▼
封
書
⋮
記
入
用
紙
と
封
筒

（
料
金
受
取
人
払
）
を
、
佐
原

中
央
公
民
館
、
み
ず
ほ
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
小
見
川
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
さ
く
ら

館
）、
山
田
公
民
館
、
栗
源
公

民
館
、
小
見
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
、
山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
、
栗
源
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
と
、
市
内
の
郵
便
局
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
⋮
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
な
ど
で
も
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。﹁
市
長
へ
の
手
紙
﹂
と

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
民
要
望
・
苦
情
な
ど

　

市
へ
の
要
望
・
苦
情
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
が
、
担
当
課

が
不
明
な
場
合
な
ど
は
秘
書
広

報
課
ま
で
意
見
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

集
団
で
は

■
市
民
懇
談
会

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
、
市
長
が
皆
さ
ん
と
ひ

ざ
を
交
え
て
市
政
に
関
す
る
ご

意
見
な
ど
を
い
た
だ
く
場
と
し

て
、
平
成
18
年
度
よ
り
市
民
懇

談
会（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　

平
成
21
年
度
の
懇
談
会
は
、

市
内
22
カ
所
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
グ
ル
ー
プ
座
談
会

　

グ
ル
ー
プ
座
談
会
は
、
5
人

以
上
で
、
市
長
と
懇
談
を
希
望

さ
れ
る
集
り
・
グ
ル
ー
プ
（
政

治
的
・
宗
教
的
集
ま
り
を
除

く
）
の
会
合
な
ど
に
市
長
が
参

加
し
、
懇
談
す
る
も
の
で
す
。 

　

市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

直
接
お
話
を
聞
き
、
皆
さ
ん
の

意
見
、
考
え
な
ど
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
率
直
な
意
見
な

ど
を
市
長
に
お
話
く
だ
さ
い
。

◇
申
し
込
み

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

　

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
は
、

市
政
の
情
報
を
積
極
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
市
政
へ
の
理
解
や
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
政
に
関
す
る
身
近
な
疑
問

や
興
味
の
あ
る
施
策
情
報
な

ど
、
聞
い
て
み
た
い
講
座
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
申
し
込
み

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

団
体
か
ら
は

■
地
区
要
望

　

地
区
要
望
は
、
各
地
区
で

困
っ
て
い
る
こ
と
、
地
区
の
課

題
・
要
望
な
ど
、
行
政
協
力
員

を
通
じ
て
取
り
ま
と
め
を
し
、

要
望
書
と
し
て
提
出
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
地
区
が
必
要

と
す
る
も
の
に
対
応
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

は
、
市
の
主
要
な
政
策
、
基
本

方
針
に
関
す
る
条
例
や
計
画
な

ど
を
策
定
す
る
際
に
、
素
案
の

段
階
で
情
報
を
公
表
し
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
求

め
、
市
の
意
思
決
定
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
の
市
政
へ
の
参
画
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
形

成
過
程
に
お
け
る
公
正
の
確

保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、

も
っ
て
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

市
政
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
広
報

か
と
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
窓
口
広
聴

　

市
役
所
各
課
の
窓
口
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
指
摘
・

苦
情
・
意
見
・
感
想
な
ど
を
お

聴
き
し
ま
す
。
各
事
務
に
対
す

る
相
談
も
、
各
窓
口
で
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
窓
口

　

市
で
は
、
市
民
相
談
、
法
律

相
談
、
行
政
相
談
、
消
費
者
相

談
、
交
通
事
故
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。相
談
日
程
は
、

毎
月
15
日
号
の
広
報
か
と
り
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

各
相
談
の
担
当
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
市
民
相
談
、
法
律
相
談
、
行

政
相
談
、
消
費
生
活
相
談

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
1
3
8

◇
交
通
事
故
相
談

環
境
安
全
課　

☎
（50）
1
2
4
8

■
説
明
会
な
ど

　

各
担
当
課
で
行
う
各
種
事
業

な
ど
を
、
説
明
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
で
内
容
を
周
知
し
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
ま
す
。

■
各
種
団
体
要
望

　

各
種
団
体
の
課
題
・
要
望
な

ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

担
当
課
が
不
明
な
場
合
な
ど

は
、
秘
書
広
報
課
ま
で
意
見
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課

☎
（50）
1
2
0
4

 

（54）
7
1
4
0

kocyo@
city.katori.lg.jp

皆
さ
ん
の
意
見
で

　
　
　

香
取
市
を
つ
く
ろ
う

市
の
広
聴
制
度

個人からは
■市長への手紙・メール
■市民要望・苦情など

そのほか
■パブリックコメント
■窓口広聴
■相談窓口
■説明会など
■各種団体要望

集団では
■市民懇談会
■グループ座談会
■まちづくり出前講座

団体からは
■地区要望

…秘書広報課で受付
…各担当課窓口で受付

市の広聴制度

　

市
で
は
、
安
全
で
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
学

校
教
育
の
多
様
化
に
対
応

し
、
活
性
化
を
図
る
た
め
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の

教
育
活
動
を
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

◇
教
育
活
動
支
援

　

読
み
聞
か
せ
、
生
け
花
、

手
芸
、
調
理
、
米
・
野
菜
作

り
、
郷
土
芸
能
、
楽
器
演
奏
、

書
道
、
ス
ポ
ー
ツ
、
外
国
語
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
特
技
・
趣
味

を
生
か
し
て
、
指
導
に
あ
た

る
教
員
の
補
助
。

◇
環
境
整
備
支
援

　

施
設
・
設
備
の
修
繕
、
樹

木
の
剪
定
、
草
刈
り
、
校
内

の
清
掃
な
ど
学
校
の
環
境
整

備
。

◇
防
犯
支
援

　

登
下
校
時
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
交
通
安
全
指
導
な

ど
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を

守
る
活
動
の
支
援
。

※
活
動
の
実
施
は
、
各
学
校

が
登
録
者
に
直
接
依
頼
し
、

活
動
内
容
を
調
整
し
ま
す

■
登
録
条
件
と
方
法

　

保
護
者
や
市
内
在
住
者

で
、
無
償
で
活
動
が
で
き
る

人
で
す
。
登
録
は
、
学
校
教

育
課
、
各
幼
稚
園
・
小
中
学

校
で
随
時
で
き
ま
す
。

　

登
録
期
間
は
、
毎
年
3
月

末
ま
で
の
年
度
更
新
で
す
。

　

活
動
で
き
る
内
容
、
時
間

帯
、
特
定
の
学
校
で
活
動
を

希
望
す
る
場
合
な
ど
は
、
登

録
時
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
そ
の
他

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
謝
金
・
交
通
費
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
な
ど

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
☎

（50）
1
2
3
9

市長への手紙
（平成20年度実績）

メール…… 154件
郵送……… 89件
ファクス…… 0件
専用ポスト…… 102件
合計……… 345件

集団広聴の実施状況
（平成20年度実績）

市民懇談会（公募制）
₄回（107人）

グループ座談会
15回（372人）

まちづくり出前講座
15回（455人）

　

市
で
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
、
要
望
、
疑

問
な
ど
を
お
聴
き
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
聴
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

地区要望の状況
（平成20年度実績）

香取市	 �1087
佐原区…… �582
小見川区	 �187
山田区…… �213
栗源区…… 105

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所　　 　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP
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Ⅰ豊かな自然を活かした　水と緑の環境づくり
　①豊かな自然環境を守る
　②動植物の生息・生育環境を守る
　③農地・森林を守り育てる
Ⅱきれいな水、空気、大地　安心して暮らせる環境づくり
　④きれいな空気を守る
　⑤安全で豊かな水を守る
　⑥健全な土壌を維持する
　⑦静かで住みよいまちを守る
Ⅲ歴史と伝統文化を受け継ぐ　こころ落ち着くまちづくり
　⑧歴史的・文化的景観を守る
　⑨魅力ある都市景観を創る
　⑩環境を観光資源として有効利用する
Ⅳできることから少しずつ　一歩一歩取り組む環境づくり
　⑪ごみのない清潔なまちを創る
　⑫地球温暖化防止対策を推進する
Ⅴ一人ひとりが主役　協働するネットワークづくり
　⑬環境について学び情報発信する体制を強化する
　⑭市民・事業者・市協働による環境保全を推進する

　

身
近
な
生
活
環
境
か
ら
地
球

温
暖
化
ま
で
、
幅
広
い
環
境
問

題
へ
対
応
す
る
た
め
、
市
民
、

事
業
者
、
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

責
務
を
明
ら
か
に
し
、
環
境
保

全
な
ど
に
関
す
る
施
策
や
行
動

を
定
め
た
﹁
香
取
市
環
境
基
本

計
画
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
。

▪
計
画
の
期
間

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
21
年
度

を
初
年
度
と
し
、
平
成
30
年
度

ま
で
の
10
カ
年
の
計
画
と
し
て

い
ま
す
。

▪
目
標
と
す
る
環
境
像

「
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
人

と
歴
史　

あ
た
た
か
な
心
か
よ

う
ま
ち　

香
取
」

　

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ

る
豊
か
な
自
然
を
守
り
な
が

ら
、
市
民
、
事
業
者
、
市
が
連

携
・
協
働
し
て
、
市
民
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
環
境

像
を
定
め
ま
し
た
。

▪
重
点
施
策

　

市
民
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
優
先

的
に
推
進
す
る
施
策
を
重
点
施

策
と
し
て
次
の
4
つ
を
設
定
し

ま
し
た
。

生
活
環
境
に
お
け
る
水
質
改
善

　

生
活
排
水
処
理
施
設
の
普
及

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
意
識
啓
発
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

資
源
循
環
型
社
会
形
成
の
推
進

　

ご
み
の
分
別
徹
底
、
不
法
投

棄
の
監
視
体
制
強
化
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
情
報
提
供

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全

　

市
民
と
と
も
に
里
山
保
全
活

動
を
推
進
し
、
豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た
体
験
学
習
会
の
開
催

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
市

民
活
動
の
推
進

　

環
境
活
動
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
や
活
動
を
支
援
し
、

市
民
と
市
協
働
に
よ
る
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

▪
基
本
目
標
と
施
策

　

よ
り
良
い
環
境
を
後
世
に
残

す
た
め
に
、5
つ
の
基
本
目
標
、

14
の
基
本
方
針
を
定
め
、
施
策

展
開
を
図
り
ま
す
。（
上
図
参

照
）

問
い
合
わ
せ

環
境
安
全
課　

☎
（50）
1
2
4
8

　

市
公
用
車
の
購
入
に
あ

た
り
、
公
募
に
よ
る
見
積

り
合
わ
せ
を
実
施
し
ま
す
。

■
見
積
り
対
象　

　

市
公
用
車
4
台

■
公
募
で
き
る
人

　

市
内
に
本
店
ま
た
は
営

業
所
を
有
す
る
自
動
車
販

売
業
者
（
法
人
ま
た
は
事

業
所
を
有
す
る
人
）

■
申
込
期
間

　

4
月
15
日
㈬
～
30
日
㈭

■
見
積
書
提
出
日　

　
　
　
　
　

5
月
12
日
㈫

■
そ
の
ほ
か

　

対
象
車
仕
様
、
見
積
り

参
加
資
格
、
見
積
書
提
出

方
法
な
ど
は
、
財
政
課
で

配
布
す
る
公
募
型
見
積
り

合
わ
せ
説
明
書
を
参
照

問
い
合
わ
せ

財
政
課　

☎
（50）
1
2
0
7

　

市
で
は
、﹁
一
人
暮
ら
し
﹂

や﹁
日
中
一
人
暮
ら
し
に
な
る
﹂

高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
の
人
を

対
象
に
、
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業
（
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
事
業
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
交

流
会
な
ど
に
要
す
る
原
材
料
費

な
ど
（
昼
食
代
を
含
む
）
の
費

用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

地
区
ご
と
に
開
催
し
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は

申
込
書
に
よ
り
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
介
護
福

祉
課
、
各
区
事
務
所
市
民
課
、

社
会
福
祉
協
議
会
本
・
支
所
に

あ
り
ま
す
。

■
開
催
場
所
・
日
時

◇
佐
原
区
⋮
谷
中
集
会
所
／
毎

週
火
曜
日
、
北
佐
原
い
こ
い
の

家
／
毎
週
金
曜
日

◇
小
見
川
区
⋮
小
見
川
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
さ
く
ら
館
）
／

毎
週
木
曜
日

◇
山
田
・
栗
源
区
⋮
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
毎
週
火
曜
日

い
ず
れ
も
10
時
～
15
時

問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
課　

☎
(50)
1
2
0
8

　

市
民
課　
　

☎
(82)
1
1
1
5

　

市
民
課　
　

☎
(78)
2
1
1
4

　

市
民
課　
　

☎
(75)
2
1
1
7

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
︵
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
︶

香
取
市
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

「豊かな自然に育まれた人と歴史　あたたかな心かようまち　香取」▪基本目標と施策

▲豊かな田園風景が残る山田地区

■
補
助
対
象

　

自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る

住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
人
に
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
補
助
金
の
交
付

を
受
け
る
場
合
に
は
、
工
事
を

始
め
る
前
に
必
ず
、
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
な
ど
を
賃
貸
し
て
い
る

人
な
ど
に
対
し
て
は
、
補
助
金

は
交
付
し
て
い
ま
せ
ん

■
補
助
地
域

　

平
成
21
年
度
よ
り
、
高
度
処

理
型
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
補
助
す
る
地
域
（
常
陸
利
根

川
流
域
・
黒
部
川
流
域
）
以
外

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
地
域
が
変
わ
り
ま
す

区　　分 人槽 補助金額

新　

設

高
度
型

5人槽 444,000円
7人槽 486,000円

10人槽 576,000円

（
家
屋
の
建
替
え
に
伴
う
転
換
を
除
く
）

転　

換

単
独
槽
か
ら
転
換

通
常
型

5人槽 512,000円
7人槽 594,000円

10人槽 728,000円

高
度
型

5人槽 624,000円
7人槽 666,000円

10人槽 756,000円

く
み
取
り
か
ら
転
換

通
常
型

5人槽 432,000円
7人槽 514,000円

10人槽 648,000円

高
度
型

5人槽 544,000円
7人槽 586,000円

10人槽 676,000円

■補助金額

　「高度型」とは、窒素やリン除去能力を有
する高度処理型合併処理浄化槽です。転換
処理は、今まで通り補助の対象になります。

（地域の制限あり）

の
新
設
に
は
補
助
金
の
交
付
が

無
く
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
対
象
地
域
で
は
、
自
己

所
有
の
専
用
住
宅
で
、
設
置
場

所
が
下
水
道
認
可
区
域
以
外
、

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理
区

域
外
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
下

水
道
認
可
区
域
内
で
も
、
下
水

道
の
整
備
が
7
年
以
上
見
込
ま

れ
な
い
地
域
は
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
。

下
水
道
排
水
設
備

　
　
　
　
　
　

指
定
工
事
店

　

3
月
9
日
付
け
で
、
次
の
工

事
店
が
、
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
と
し
て
新
規
指
定
と

指
定
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

※
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の

排
水
設
備
工
事
は
、
指
定
工
事

店
以
外
で
は
で
き
ま
せ
ん

■
新
規
指
定

▼
ヌ
カ
ガ
住
設
（
香
取
市
三
ノ

分
目
1
2
1
）

■
指
定
解
除

▼
坂
井
商
店
（
香
取
市
佐
原
イ

5
7
7
）
▼
㈱
立
原
ハ
ウ
ジ
ン

グ
（
香
取
市
佐
原
イ
4
5
8
）

▼
㈲
秀
峰
建
設
（
香
取
市
大
倉

2
3
2
2
）
▼
㈱
海
上
（
千
葉

市
花
見
川
区
畑
町
8
8
8
）

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課 

☎
（54）
3
5
2
1

▲多くの人が訪れる中白清水（沢）

▲歩きながらごみ拾い
　黒部川クリーンウォーキング

市公用車購入にあたり
見積りを公募します

お
し
ゃ
べ
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で

交
流
を
広
め
て
み
ま
せ
ん
か
！
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広報 �2009年（平成21年）4月15日 【まちかど通信】

香
取
市
に
は
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
ホ
ッ

ト
な
ま
ち
の
話
題
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

歴
史
を
残
し
新
た
な
出
発
へ

栗
源
小
・
沢
小
・
高
萩
小
で
閉
校
式

₃月14日 ₃月18日初期消火向上に期待
　防災基盤整備事業により、
小型動力ポンプ軽四輪積載
車が香取市消防団の八筋川
に配備、三ノ分目・増田、
貝塚、久保、鳩山の小型動
力ポンプ積載車が更新され、
引渡し式が行われました。
今後は火災発生時や災害時
における、機動力と消火活
動の向上が期待されます。

里山でのんびり自然体験
　里山で自然に触れ、酒
造見学で日本酒の達人を
目指す、里山散策・炭焼
き体験＆新酒の仕込み体
験ツアーが行われ、抽選
で選ばれた30人が参加し
ました。竹炭や竹細工を
体験し、日本酒の仕込み
や試飲を楽しんだ一行は、
自然の中でのんびりとし
た時間を満喫しました。

▲沢小学校閉校式（₃月15日）

▲栗源小学校「思い出を語る会」（₃月14日）

▲高萩小学校記念碑除幕式（₃月21日）

　

児
童
数
の
減
少
に
よ
る
統
合

で
閉
校
と
な
る
栗
源
区
の
栗
源

小
、
沢
小
、
高
萩
小
の
3
校
で

閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
に
は
、
来
賓
を
は
じ

め
、
宇
井
市
長
や
関
教
育
長
、

保
護
者
や
在
校
生
ら
が
出
席
。

1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
児

童
が
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
る

な
ど
、
式
に
参
加
し
た
卒
業
生

や
在
校
生
、
地
域
住
民
が
世
代

を
超
え
て
閉
校
と
な
る
小
学
校

の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
母
校
へ
の
想
い
を
刻

ん
だ
閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
、
各
小
学
校
の
長
い
歴

史
に
、
静
か
に
幕
を
降
ろ
し
ま

し
た
。

㈲紅小町の郷に農林水産省農村振興局長賞
　農産物の購入機会を提供するなどの地産地消活動で、優れ
た取り組みを行う団体に贈られる、地産地消優良活動表彰に
おいて、㈲紅小町の郷が、農林水産省農村振興局長賞を受賞
しました。
　㈲紅小町の郷は、道の駅のほか、体験農園やクラインガル
テンなどを幅広く運営し、地場農産物の生産拡大や、農業へ
の理解促進にも寄与したことが高く評価され、今回の受賞と
なりました。
農山漁村女性チャレンジ活動表彰優秀賞に根本由美子さん
　農林漁業の充実や、男女共同参画推進のために積極的に活
動している女性に贈られる、農山漁村女性チャレンジ活動表

彰において、根本由美子さん（三島）が優
秀賞（経営局長賞）を受賞しました。根本
さんは、地域の朝市・イベントなどへの参
加や、農業シンクタンク委員として、異業
種との交流を積極的に行うなど、農業を通
じた社会参画の活動が評価され、今回の受
賞となりました。

業を通し社会に貢献
長年の功績を称え表彰農

▲「道の駅くりもと」の店内

国
道
バ
イ
パ
ス
・
東
関
戸
踏
切
・
佐
原
駅
北
口
駐
輪
場
が
完
成

ら
し
や
す
い
街
へ 

暮

国
道
バ
イ
パ
ス
完
成

　

国
道
3
5
6
号
小
見
川
東
庄

バ
イ
パ
ス
の
一
部
（
阿
玉
川
地

先
か
ら
東
庄
町
笹
川
ま
で
約
3

㎞
）
が
完
成
し
、
3
月
26
日
に

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

通
り
初
め
、
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

東
関
戸
踏
切

　

東
関
戸
踏
切
の
拡
張
工
事
が

3
月
19
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
踏
み
切
り

は
、歩
道
と
車
道
が
区
別
さ
れ
、

歩
行
者
も
安
全
に
通
る
こ
と
が

で
き
る
踏
切
と
な
り
ま
し
た
。

佐
原
駅
北
口
駐
輪
場

　

佐
原
駅
北
口
に
、
新
し
い
屋

根
付
き
駐
輪
場
が
完
成
し
、
4

▲国道356号バイパス開通式
でのテープカット

▲完成した佐原駅北口駐輪場

▲歩道が整備された東関戸踏切

月
1
日
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

駐
輪
場
は
、
3
0
0
台
を
停

め
る
こ
と
が
で
き
、
自
転
車
を

利
用
す
る
人
の
利
便
性
の
向
上

や
、
放
置
自
転
車
の
解
消
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

▲根本由美子さん
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Vol.36

香
取
遺
産

　皆さんに読んでほしい小
説やエッセイ、旅行記や絵
本など、バラエティーに富
んだ本を紹介します。

▲背中の刻銘（左）、勢至・阿弥陀・観音の三尊像（右）

小児童の誇りを胸に
アルミ缶を集めて車椅子を寄贈沢

BOOK
今月のおすすめ

　

沢
小
学
校
児
童
が
、
ア
ル
ミ

缶
を
集
め
て
購
入
し
た
車
椅
子

1
台
を
、
3
月
12
日
に
高
齢
者

福
祉
施
設
﹁
杜
の
家
﹂（
岩
部
）

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
回
収
は
、
総
合
学

習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
学
校
に
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を

設
置
し
、
地
域
の
人
や
保
護
者

の
協
力
に
よ
り
、
半
年
間
で
約

3
0
0
㎏
の
ア
ル
ミ
缶
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
今
年
の
3
月
末
に

閉
校
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
が

最
後
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
8
年
間
で
7
台
の
車

椅
子
を
寄
贈
し
て
き
た
児
童
た

ち
は
、
人
の
役
に
立
つ
素
晴
ら

し
さ
と
喜
び
を
学
び
、
沢
小
児

童
と
し
て
最
後
の
心
の
こ
も
っ

た
贈
り
物
を
し
ま
し
た
。

₃月10日

▲やさしく放流する第一山倉小の児童たち

環
境
学
習
で
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流

き
く
な
っ
て
戻
っ
て
お
い
で

大

　

川
を
き
れ
い
に
す
る
環
境
学

習
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
小

学
校
で
は
、
漁
業
組
合
や
有
志

団
体
な
ど
の
協
力
に
よ
り
サ
ケ

の
卵
を
分
け
て
も
ら
い
、
毎
年

自
分
た
ち
で
ふ
化
さ
せ
た
稚
魚

を
サ
ケ
の
遡
上
す
る
最
南
端
の

川
と
し
て
知
ら
れ
る
栗
山
川
や

そ
の
支
流
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
9
日
に
は
、
第
一
山
倉

小
学
校
の
1
、
2
年
生
が
、
5

㎝
ほ
ど
に
育
て
上
げ
た
稚
魚

を
﹁
大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
お

い
で
﹂
と
、
口
々
に
言
葉
を
か

け
な
が
ら
支
流
に
放
し
、
稚
魚

の
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見

送
っ
て
い
ま
し
た
。

卒業式で曙さんが激励
　山田中学校卒業式に元
横綱の曙さんが来校し、

「これからの生活でしっ
かりと努力することが大
切です」と生徒を激励し
ました。卒業式に真剣に
参加する生徒の姿に感動
した曙さんは、見送りの
際に卒業生一人ひとりと
握手を交わし、励ましの
言葉をかけていました。

▲沢小児童として最後の贈り物

クリーニング屋さんが教える
おうちで簡単♥魔法の洗濯ワザ 
　自分で洗えば、ここまで節約
できる！街のクリーニング屋さ
んが、知っていそうで知らな
かったクリーニングのコツと裏
ワザを大公開。自宅で洗濯した
場合の節約代金もわかる。

可愛い写真の撮り方 
　知識ゼロでもコンパクトデジ
カメでも、₃ステップですぐ上
達！写す・飾る・ＵＰする・作る・
保存する。年賀状やブログに大
活躍！赤ちゃん、子ども、ペッ
ト、料理、雑貨、花など。高価
なカメラや難しいメカの知識は
必要なし。テーマ別可愛い写真
の撮り方を紹介。撮った写真を
プリントしたり、パソコンで活
用する方法なども掲載。

一瞬で心をつかむ
　魔法の黒板ＰＯＰ
　必要なのはセンスよりルール
です！店頭に飾られた、素朴で
親しみのある手書きメッセージ
…黒板ＰＯＰ。お客様を引き寄
せる、その不思議な販促ツール
のつくり方や演出法を紹介。街
の黒板ＰＯＰギャラリー付き。

ぼくはあるいた
　まっすぐまっすぐ
マーガレット・ワイズ・ブラウン／作
坪井郁美／文　林明子／絵
　ある日、電話がかかってきて、
ぼくはおばあちゃんの家にひと
りで出かけることになった。家
の前の道をまっすぐまっすぐい
けばいいんだって言うけど、無
事にたどり着けるかな？冒険心
あふれる子どもたちにお勧めの
絵本。

　

長
野
県
善
光
寺
の
ご
本
尊
を

模
し
た
と
さ
れ
る
、
特
色
あ
る

形
式
の
仏
像
を
﹁
善
光
寺
式
阿

弥
陀
三
尊
﹂
と
呼
び
ま
す
。

　

阿
弥
陀
如
来
を
中ち
ゅ
う

尊そ
ん

と
し
、

観
世
音
菩
薩
、
勢せ
い

至し

菩
薩
を
両

脇わ
き

侍じ

と
す
る
三
尊
像
で
す
。
多

く
は
中
尊
が
50
㎝
前
後
の
銅
造

の
立
像
で
す
。
鎌
倉
期
以
降
、

関
東
や
東
北
地
方
を
中
心
に
全

国
各
地
で
盛
ん
に
造
ら
れ
ま
し

た
。
県
内
で
も
30
数
例
現
存
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
が
府
馬
の
修し
ゅ
う

徳と
く

院い
ん

に

も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

修
徳
院
は
、
満
寿
山
宝
満
寺

を
号
す
る
天
台
宗
の
寺
院
で

す
。寺
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、

天
喜
3
年
（
1
0
5
5
）
千
葉

常
将
の
三
男
昌
天
に
よ
り
開
基

さ
れ
た
古こ
さ

刹つ

で
、
ご
本
尊
は
薬

師
如
来
で
す
。

　

こ
の
三
尊
像
は
、
明
治
初
期

に
廃
寺
と
な
っ
た
同
地
区
の
西

観
院
の
本
尊
を
移
し
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
弥
陀
像
の
像
高
は
49
㎝
、

両
手
首
の
他
は
一い
っ

鋳ち
ゅ
う

で
す
。
残

念
な
が
ら
両
手
首
は
失
わ
れ
て

い
ま
す
が
（
左
手
は
後
補
）、

善
光
寺
式
中
尊
は
、
右
手
は
施せ

無む

畏い

印い
ん

（
掌
て
の
ひ
ら

を
開
き
正
面
に
向

け
る
）、
左
手
は
刀と
う

印い
ん

（
人
差

し
指
、中
指
の
二
指
を
伸
ば
し
、

下
に
下
げ
る
）
が
特
色
で
す
の

で
、
こ
の
印
を
結
ん
で
い
た
と

推
察
さ
れ
、
光こ
う

背は
い

用
と
思
わ
れ

る
枘ほ
ぞ

が
背
中
に
鋳
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

両
脇
侍
の
像
高
は
、
観
音
像

30
・
4
㎝
、
勢
至
像
30
㎝
、
い

ず
れ
も
梵ぼ
ん

篋き
ょ
う

印い
ん

（
胸
前
で
両
掌

を
水
平
に
重
ね
る
）
を
結
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
も
善
光
寺
式
の

特
色
の
一
つ
で
、
両
像
と
も
肩

か
ら
先
を
別
鋳
と
し
て
嵌
め
込

「府馬の修
しゅう

徳
と く

院
い ん

」

善光寺式阿弥陀三尊

ん
で
い
ま
す
。
八
角
宝
冠
を
戴

き
、
そ
の
正
面
に
観
音
像
の
証あ
か
し

で
あ
る
阿
弥
陀
像
と
勢
至
像
の

証
で
あ
る
宝ほ
う

瓶び
ょ
う

を
鋳
出
し
て
い

ま
す
。

　

三
躯
と
も
保
存
状
態
は
た
い

へ
ん
良
く
、
鍍と

金き
ん

も
残
っ
て
い

ま
す
。
中
尊
の
背
中
に
は
、
正

応
3
年
（
1
2
9
0
）、
匝
瑳

北
条
大
寺
郷
の
平
次
太
郎
入
道

が
造
立
し
た
旨
の
刻
銘
が
あ

り
、
両
脇
侍
に
も
同
様
の
刻
銘

が
あ
り
ま
す
。
製
作
年
代
の
明

ら
か
な
も
の
で
は
、
県
内
で
も

最
古
の
部
類
に
属
し
ま
す
。

　

修
徳
院
の
三
尊
仏
は
秘
仏
の

た
め
、
通
常
は
拝
観
で
き
ま
せ

ん
が
、
現
在
、
長
野
県
信
濃
美

術
館
へ
出
品
展
示
（
5
月
31
日

ま
で
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
県
指
定
文
化
財
﹁
銅
造
阿
弥

陀
如
来
及
び
両
脇
侍
立
像
﹂、

昭
和
42
年
12
月
22
日
指
定
）
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商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
1
2

水
郷
佐
原
観
光
協
会

 

☎
（52）
6
6
7
5

■
対
象　

高
校
生
以
上
。
お
お

む
ね
20
歳
代
前
半
ま
で

■
活
動
内
容　

子
ど
も
対
象
の

主
催
事
業
で
、
子
ど
も
た
ち
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
一
緒
に
活
動

■
活
動
日　

4
月
～
9
月
の
月

1
回
の
主
催
事
業
（
土
、
日
）

の
ほ
か
、
都
合
の
よ
い
日

※
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
カ
ヌ
ー

研
修
あ
り

県
立
水
郷
小
見
川
少
年
自
然

の
家 

☎
（82）
1
3
4
3

■
対
象　

獣
医
師
ま
た
は
薬
剤

師
の
資
格
を
有
す
る
人

■
募
集
数　

1
人

■
給
与　

獣
医
師
20
万
4
0
0

円
、
薬
剤
師
18
万
4
5
0
0
円

以
上

■
業
務
内
容　

食
品
衛
生
法
に

関
す
る
業
務

■
勤
務
地　

香
取
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

■
雇
用
期
間　

平
成
22
年
3
月

31
日
㈬
ま
で

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
総

務
企
画
課 

☎
（52）
9
1
6
1

■
第
1
回
受
付

◇
募
集
区
分　

警
察
官
Ａ
男
性

⋮
1
1
0
人
、
警
察
官
Ｂ
男
性
⋮

20
人
、
警
察
官
Ａ
女
性
⋮
45
人

◇
受
付　

4
月
21
日
㈫
ま
で

◇
試
験
日　

1
次
⋮
5
月
10
日

㈰
、
2
次
⋮
6
月
上
旬
か
ら
中
旬

■
第
2
回
受
付

◇
募
集
区
分　

警
察
官
Ａ
男
性

　

市
で
は
、
市
民
農
園
の
利
用

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

紅
小
町
の
郷
ふ
れ
あ
い
農
園

■
農
園
利
用
者

◇
場
所　

沢
字
西
ノ
内

◇
内
容　

1
区
画
50
㎡
（
指
導

員
付
・
共
同
休
憩
所
な
ど
あ
り
）

◇
利
用
料　

年
間
1
0
0
0
0
円

◇
利
用
期
間　

申
込
時
か
ら
平

成
22
年
3
月
31
日
㈬
ま
で
（
継

続
・
更
新
可
能
）

◇
申
込　

4
月
30
日
㈭
ま
で

（
期
間
外
も
相
談
に
応
じ
ま
す
）

■
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

落
花
生
と
さ
つ
ま
い
も
の

オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

①
落
花
生

◇
内
容　

種
ま
き
（
5
月
）
か

ら
収
穫
（
9
月
予
定
）

◇
料
金　

20
株
1
5
0
0
円

◇
申
込　

4
月
30
日
㈭
ま
で

②
さ
つ
ま
い
も（
ベ
ニ
ア
ズ
マ
）

◇
内
容　

植
え
付
け
（
5
月
）

か
ら
収
穫
（
8
月
～
11
月
）

◇
料
金　

50
株
7
5
0
0
円

◇
申
込　

4
月
30
日
㈭
ま
で

道
の
駅
く
り
も
と

 
☎

（70）
5
1
5
1

山
田
ふ
る
さ
と
農
園

■
場
所　

神
生
字
九
十
九
塚（
東

総
有
料
道
路
終
点
よ
り
3
分
）

■
内
容　

1
区
画
30
㎡
（
複
数

区
画
希
望
も
可
）
60
区
画
を
超

え
た
場
合
は
先
着
順

■
利
用
料　

年
間
6
0
0
0
円

■
利
用
期
間　

貸
付
決
定
日
よ

り
1
年
間
（
継
続
・
更
新
可
能
）

■
申
込　

随
時
申
込
可
能

ま
ち
づ
く
り
課

 

☎
（78）
1
0
5
1

　

市
で
は
、
平
成
22
年
春
開
設

予
定
の
、
佐
原
広
域
交
流
拠
点

に
設
置
さ
れ
る
地
域
交
流
施
設

（
道
の
駅
）
へ
の
出
荷
者
を
募

集
し
、出
荷
者
協
議
会
（
仮
称
）

を
設
置
し
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
市
の
特
色
を

生
か
し
た
農
林
水
産
物
・
特
産

品
な
ど
の
安
定
供
給
や
来
訪
者

と
の
交
流
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
で
、
次
に

該
当
す
る
個
人
・
法
人

①
農
畜
産
物
の
生
産
・
加
工
を

し
て
い
る
生
産
者

②
特
産
品
の
製
造
・
販
売
を
し

て
い
る
製
造
事
業
者

※
既
に
申
込
済
み
の
人
に
は
、

個
別
に
入
会
申
込
書
を
送
付
。

加
工
食
品
出
荷
希
望
者
は
、
申

込
時
に
食
品
営
業
許
可
証
の
写

し
を
添
付

農
政
課 

☎
（50）
1
2
5
8

　

水
郷
佐
原
の
行
事
や
四
季
を

通
し
た
自
然
景
観
な
ど
を
写
し

た
傑
作
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
作
品
の
大
き
さ　

カ
ラ
ー
プ

リ
ン
ト
四
つ
切（
ワ
イ
ド
含
む
）

以
上
。
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
場
合

は
Ａ
4
用
紙
サ
イ
ズ
以
上
で
組

み
写
真
、
修
正
・
加
工
作
品
は

不
可

■
応
募
点
数　

1
人
5
点
ま
で

■
応
募
先　

10
月
31
日
㈯
（
当

日
必
着
）
ま
で
に　

〒
2
8
7

︲
0
0
0
3　

香
取
市
佐
原
イ

81
︲
31　

水
郷
佐
原
観
光
協
会

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
係

■
写
真
展　

12
月
5
日
㈯
～　

佐
原
中
央
公
民
館
・
佐
原
町
並

み
交
流
館
（
予
定
）

■
表
彰
式　

12
月
5
日
㈯
（
予

定
）

※
応
募
作
品
は
、
原
則
返
却
で

き
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の
版
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
作

品
の
審
査
後
、
入
賞
者
に
は
11

月
中
旬
に
通
知
予
定
で
す

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

【暮らしの情報】

募集 暮
ら
し
の

情
報

4
月

2009. April

	  	  	  	 1 	 2	 3	 4

	5	 6	 7	 8	 9	 10	 11

	12	 13	 14	 15	 16	 17	 18

	19	 20	 21	 22	 23	 24	 25

	26	 27	 28	 29	3 0

　薄紫や淡いピンクの長い花房をつ
け華やかに咲き誇り、万葉集にも歌
われている藤の花。水郷佐原水生植
物園でも、₅月上旬から見ごろを迎
えます。
　園内13カ所の藤棚には、椅子やテー
ブルもあり、藤の香りを楽しみなが
らゆっくりとご観賞いただけます。

■観藤会特別企画
▼観藤会プレオープンとして、「さっぱ舟の
操作体験」を開催します。竹ざお1本で操る
さっぱ舟を体験してみませんか？
◇日時　₄月25日㈯・26日㈰　10時～11時（雨
天中止）
◇人数　各日10人（体験希望者は、₉時30分
までに入園。申込多数の場合は抽選）
◇参加費　無料（入園料のみ負担）
▼₅月₂日㈯から₆日㉁まで、₁日30個限定
の香取市のブランド芋「さわらっこ」を使っ
た和菓子と桜茶のセットをご用意しました。
ぜひご賞味ください。
◇₁セット　300円

■観藤会会期
▼日時　₅月₁日㈮～10日㈰　₉時～16時30分
▼入園料　大人500円、小中学生250円

水郷佐原水生植物園　☎(56)0411

見
ご
ろ
の
藤
の
下
で
ゆ
っ
く
り
と

日
本
古
来
の
花
木　

藤　

水
生
植
物
園
で
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か　

⋮
60
人
、
警
察
官
Ｂ
男
性
⋮

1
0
0
人
、
警
察
官
Ｂ
女
性
⋮

30
人

◇
受
付　

7
月
1
日
㈬
～
8
月

10
日
㈪

◇
試
験
日　

1
次
⋮
9
月
20
日

㈰
、
2
次
⋮
10
月
上
旬
か
ら
中
旬

香
取
警
察
署
☎

（54）
0
1
1
0

　

県
で
は
、
身
近
な
地
域
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
交
通
安
全

活
動
を
実
践
す
る
﹁
交
通
安
全

推
進
隊
﹂を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、約
3
4
0
0
人
が
、

通
学
路
で
の
街
頭
指
導
や
高
齢

者
の
自
宅
訪
問
、
イ
ベ
ン
ト
で

の
交
通
安
全
活
動
な
ど
、
身
近

な
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

平
成
5
年
4

月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
県
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

■
活
動
方
法　

小
学
校
区
ご
と

に
グ
ル
ー
プ
で
月
1
回
以
上

（
保
険
加
入
、
帽
子
支
給
）

■
登
録
期
間　

7
月
1
日
㈬
か

ら
1
年
間

■
受
付　

5
月
11
日
㈪
ま
で

（
必
着
）

■
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
県
民
セ
ン

タ
ー
、
県
生
活
・
交
通
安
全
課

ま
で
郵
送
、
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応

募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

※
応
募
用
紙
は
、
県
民
セ
ン

タ
ー
、
環
境
安
全
課
、
警
察
署

に
あ
り
ま
す

千
葉
県
生
活
・
交
通
安
全
課

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
2
6
3

0
4
3
（
2
2
1
）
2
9
6
9

HP

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.

chiba.lg.jp/

　

一
般
幹
部
候
補
生
学
校
へ
入

校
後
、
約
1
年
で
幹
部
自
衛
官

を
養
成
し
ま
す
。

■
募
集
種
目　

①
一
般
・
技
術

幹
部
候
補
生
、
②
歯
科
・
薬
剤

幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格

①
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
22
歳
未

満
は
大
卒
者（
見
込
み
含
む
））、

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
み
）
は
、
28
歳
未
満

市
民
農
園
利
用
者

佐
原
の
観
光
と
祭
り

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

出
荷
者
協
議
会

（
仮
称
）
参
加
者

施
設
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

香
取
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

千
葉
県
警
察
官

交
通
安
全
推
進
隊

自
衛
隊

一
般
幹
部
候
補
生
等

親
子
と
成
人
の
保
健

　

健
診
の
対
象
地
区
は
、　
　

⋮

佐
原
・
栗
源
区
、　
　
　

⋮
小
見

川
･
山
田
区
で
、（　

）
内
は
対

象
者
の
生
年
月
日
で
す
。

■
4
カ
月
児
健
診

　
　

⋮
1�
日
㈬　

1�
時
～
1�
時
�0

分（
平
成
20
年
12
月
～
21
年
1
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

　
　
　

⋮
27
日
㈬　

1�
時
～
1�
時

�0
分
（
平
成
20
年
6
～
7
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

 　

⋮
20
日
㈬　

1�
時
～
1�
時
�0

分
（
平
成
19
年
10
月
生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

　
　

⋮
8
日
㈮　

1�
時
～
1�
時
15

分
（
平
成
18
年
11
～
12
月
生
）

■
3
歳
児
健
診

　
　

⋮
19
日
㈫　

1�
時
～
1�
時
15

分
（
平
成
17
年
11
月
生
）

 　
　

⋮
12
日
㈫　

12
時
�0
分
～

12
時
45
分
（
平
成
17
年
10
～
11
月

生
）

集
団
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
　

⋮
7
日
㈭　

1�
時
�0
分
～
1�

時
50
分

　
　
　

⋮
19
日
㈫　

12
時
�0
分
～

12
時
50
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
　

⋮
28
日
㈭　

1�
時
�0
分
～
1�

時
50
分

　
　
　

⋮
14
日
㈭　

12
時
�0
分
～

12
時
50
分

個
別
予
防
接
種

※
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

■
三
種
混
合
予
防
接
種

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

■
マ
マ
パ
パ
教
室
（
要
申
込
）

　
　

⋮
14
日
㈭
・
21
日
㈭　

1�
時

～
1�
時
10
分

■
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
　

⋮
29
日
㈮　

1�
時
15
分
～
1�

時
�0
分

■
定
期
健
康
教
育
・
相
談

テ
ー
マ﹁
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
﹂

　
　

⋮
1
日
㈮

　
　

⋮
7
日
㈭

い
ず
れ
も
9
時
�0
分
～
10
時
�0
分

　
　

⋮
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

 　
　
　

小
見
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

⋮
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

⋮
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課　

☎
（50）
1
2
3
5

5月
佐
原

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

小
見
川

小
見
川

小
見
川

佐
原

栗
源

栗
源

山
田

山
田

子
ど
も
の
健
診

子
ど
も
の
予
防
接
種

各
種
教
室
・
相
談

開
催
場
所

佐
原

小
見
川



11 広報 2009年（平成21年）4月15日

■
募
集
数　

30
人
（
先
着
順
）

4
月
30
日
㈭
ま
で
に
体
育
協

会
佐
原
支
部
事
務
局
へ

　
　
　
　
　
　

☎
（55）
0
0
0
3

■
日
時　

5
月
14
日
～
毎
週
木

曜
日
（
全
10
回
）　

19
時
30
分

～
21
時

■
場
所　

山
田
中
央
運
動
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
定
員　

25
人
程
度

■
参
加
費　

3
0
0
0
円

4
月
29
日
㈷
ま
で
に
山
田
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

 

☎
（78）
3
2
0
4

■
日
時　

4
月
18
日
㈯　

9
時

～
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

■
集
合
場
所　

佐
原
公
民
館
前

■
参
加
費　

3
0
0
円

■
持
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

【暮らしの情報】

運
動
の
で
き
る
服
装

東
総
歩
こ
う
会　

小
早
志

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
2
4
6
7

■
日
時　

5
月
10
日
㈰　

9
時

～
正
午
（
毎
月
第
2
日
曜
日
）

■
場
所　

小
見
川
消
防
署
、
佐

原
消
防
署

■
定
員　

各
署
20
人（
先
着
順
）

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は﹁
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
﹂

を
交
付

開
催
月
第
1
日
曜
日
の
17
時

ま
で
に
次
へ

小
見
川
消
防
署
☎

（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署　

☎
（52）
4
1
1
1

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

■
日
時　

4
月
29
日
㈷
（
雨
天

時
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
10
時
集

合　

10
時
30
分
出
発

■
コ
ー
ス　

利
根
川
堤
防
～
城

山
公
園
～
黒
部
川
沿
い
散
策

（
約
4
時
間
・
約
10
㎞
）

■
集
合
場
所　

小
見
川
ス
ポ
ー

ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
集
合
場
所
ま
で
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
市
役
所
駐
車
場

⋮
9
時
30
分
出
発
、
山
田
区
事

務
所
駐
車
場
⋮
9
時
30
分
出

発
、
栗
源
区
事
務
所
駐
車
場
⋮

9
時
出
発

■
参
加
費　

5
0
0
円（
弁
当
・

飲
物
付
き
、
保
険
料
含
む
）

4
月
22
日
㈬
ま
で
に
参
加
費

を
持
参
し
、
次
ま
で
申
し
込
み

市民活動推進課　☎(54)1138　　 自治振興課　☎(82)1112
自治振興課　　☎(78)2111　　 自治振興課　☎(75)2111

小見川区事務所　₄月22日㈬　 予約日₄月15日㈬
市役所　　　　　₅月13日㈬　 予約日₅月₁日㈮
山田区事務所　　₅月27日㈬　 予約日₅月20日㈬

●行政相談・人権相談
　₄月20日㈪　13時30分〜15時30分
　市民活動推進課　☎(54)1138
　₅月20日㈬　13時30分〜15時30分
　市民活動推進課　☎(54)1138　　 自治振興課　☎(82)1112
　 自治振興課　　☎(78)2111　　 自治振興課　☎(75)2111
●消費生活相談　₉時〜17時
　市民活動推進課　4月16日㈭・23日㈭・5月7日㈭・14日㈭　☎(54)1138
　 自治振興課　₄月30日㈭　☎(78)2111
●司法書士による法律相談　10時〜15時
　市役所　　　　₄月28日㈫・₅月19日㈫
　（予約者優先　市民活動推進課　☎(54)1138）
●交通事故相談（要予約）
　₅月12日㈫・26日㈫　10時～15時
●心配ごと相談　10時～15時
　社会福祉協議会本所　₅月₇日㈭　☎(54)4410

●�精神保健福祉相談(要予約)
　₄月22日㈬・₅月₇日㈭・26日㈫　13時30分〜
●�エイズ・クラミジア・梅毒・Ｂ型、Ｃ型肝炎検査(無料・要予約)
　₄月27日㈪・₅月11日㈪　13時〜14時受付
●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日
　電話での相談(毎週月〜金曜日)　₉時〜17時　☎(52)9310
●女性のための健康相談(要予約)　₄月28日㈫　☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象　9時30分～14時　予約は市民活動推進課☎(54)1138
受付は予約日の8時30分から10人まで� ☎(50)1261

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎(52)9161

（
9
時
～
16
時
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
2
1

小
見
川
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎

（83）
0
1
0
1

山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（78）
3
2
0
4

栗
源
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（75）
3
3
1
1

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

■
日
時　

5
月
27
日
㈬

■
場
所　

グ
レ
ン
オ
ー
ク
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
競
技
方
法　

新
ぺ
リ
ア
方
式

（
18
Ｈ
）

■
募
集
数　

1
8
0
人（
先
着
）

■
参
加
費　

3
0
0
0
円

■
申
込　

5
月
1
日
㈮
か
ら

15
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
・
香
取
市
民
体
育
館
・
小
見

川
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
・
山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
・

生
涯
学
習
担
当

の
い
ず
れ
か
に
申
込
用
紙
と
参

加
費
を
持
参

香
取
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
実
行

委
員
会（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
2
1

　

会
員
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、

絵
画
・
園
芸
・
技
芸
・
表
装
な

ど
の
小
作
品
を
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

販
売
し
ま
す
。

　

茶
道
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

5
月
3
日
㈷
～
5
日

㈷　

9
時
～
17
時
（
5
日
は
16

時
ま
で
）

■
場
所　

小
見
川
区
事
務
所

生
涯
学
習
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
1
1
9
3

■
対
象　

ど
な
た
で
も
（
5
日

㈷
の
み
親
子
・
幼
児
対
象
）

■
日
時　

4
月
26
日
㈰
、
5
月

3
日
㈷
、
5
日
㈷　

10
時
～
11

時
30
分

■
場
所　

県
立
水
郷
小
見
川
少

年
自
然
の
家

■
定
員　

2
0
0
人（
予
約
な
し
）

■
参
加
費　

無
料

県
立
水
郷
小
見
川
少
年
自
然

の
家　
　
　
　

☎
（82）
1
3
4
3

　

5
月
は
﹁
里
山
月
間
﹂
で
す
。

美
し
い
里
山
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
里
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

5
月
16
日
㈯　

10
時

～
15
時

■
場
所　

ま
ほ
ろ
ば
の
里
案
内

所
（
貝
塚
）

■
定
員　

バ
ス
利
用
40
人
、
現

地
集
合
20
人（
申
込
多
数
抽
選
）

■
集
合
場
所　

バ
ス
利
用
者
は

Ｊ
Ｒ
佐
原
駅
北
口
に
9
時
、
現

地
集
合
の
人
は
ま
ほ
ろ
ば
の
里

案
内
所

■
参
加
費　

無
料
。
バ
ス
利
用

者
は
1
人
5
0
0
円（
往
復
料
金
）

■
申
込　

4
月
24
日
㈮
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
﹁
ま
ほ
ろ
ば
の
里
コ
ー
ス
﹂

と
記
入
し
、
参
加
者
全
員
（
1

通
に
つ
き
4
人
ま
で
）
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
と
乗
車

駅
、
返
信
用
あ
て
先
を
記
入
し

て
、
〒
2
9
9
︲
0
2
6
5　

千
葉
県
袖
个
浦
市
長
浦
拓
2
号

5
8
0
︲
1
4
8　

ち
ば
里
山

セ
ン
タ
ー
に
郵
送

ち
ば
里
山
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
0
4
3
8

（62）
8
8
9
5

火葬
埋葬

〈広告〉

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い佐原消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１2時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉

交通事故 借金の整理
開所より約２年間で725件の相談実績

うち茨城県601件、うち千葉県38件

神栖ひまわり基金法律事務所
弁護士 稲葉　大和（茨城県弁護士会所属）

TEL０２９９（９１）１１７１（完全予約制）
茨城県神栖市大野原4-7-1
鹿島セントラルホテル本館8階 http://kamisuhimawari.com/

〈広告〉

②
歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生

▼
歯
科
⋮
専
門
の
大
学
卒
（
見

込
み
）
で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

▼
薬
剤
科
⋮
専
門
の
大
学
卒

（
見
込
み
）
で
20
歳
以
上
26
歳

未
満
（
専
門
の
大
学
院
修
士
課

程
修
了
者
（
見
込
み
）
は
、
28

歳
未
満
）

■
受
付　

5
月
12
日
㈫
ま
で

（
必
着
）

■
試
験
日　

1
次
⋮
5
月
16
日

㈯
、
17
日
㈰
（
17
日
は
飛
行
要

員
の
み
）

自
衛
隊
成
田
地
域
事
務
所

　
　

☎
0
4
7
6

（22）
6
2
7
5

　

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
抱
い

て
い
る
成
年
後
見
制
度
へ
の
疑

問
に
お
答
え
し
て
、
制
度
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

制
度
の
要
点
解
説
や
庁
舎
見
学

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

5
月
14
日
㈭　

13
時

30
分
～

■
場
所　

千
葉
家
庭
裁
判
所
本

館
5
階
大
会
議
室

■
募
集
数　

70
人

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
車
で

の
来
庁
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

千
葉
家
庭
裁
判
所
総
務
課

（
平
日
9
時
～
17
時
）

☎
0
4
3
（
2
2
2
）
0
1
6
5

■
日
時　

7
月
22
日
㈬　

14
時

～
16
時

■
場
所　

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展

示
場
展
示
ホ
ー
ル
4

■
願
書
配
布
・
受
付
場
所　

香

取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
願
書
受
付　

5
月
19
日
㈫
～

21
日
㈭　

10
時
～
16
時

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
福
祉
課
☎

（52）
9
1
6
1

■
対
象　

小
学
生
以
上
で
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
初
心
者

か
ら
中
級
者

■
日
時　

5
月
10
日
㈰
、
24
日

㈰　

8
時
45
分
受
付
、
9
時
～

12
時

■
場
所　

く
ろ
べ
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
内
容　

コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
（
両
日
と

も
、
同
じ
内
容
）

■
参
加
費　

5
0
0
円
（
当
日

受
付
で
支
払
い
）

お知らせ

講座
教室

催し

東
総
地
区

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一
般
公
開

小
見
川
文
化
協
会
展

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

市
民
テ
ニ
ス
講
座

テ
ニ
ス
教
室

調
理
師
試
験

応
急
手
当

救
命
講
習
会

里
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

公
開
成
年
後
見
制
度

説
明
会
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人口と世帯
₄月₁日現在
人　口／85,840人（−140）
　　　男42,420人（− 72）
　　　女43,420人（− 68）
世帯数／29,143戸（＋ 30）

【市民のひろば】

広報かとりは再生紙を使用しています

今月の納期限

固定資産税 （第₁期）

　

文芸文芸
　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

ふ
き
の
と
う
の
揚
げ
し
を
食
め
ば
ほ
ろ
苦
く
春
の
香
り

の
ひ
ろ
が
り
ゆ
け
る 

伊
藤　

か
つ
江
（
津
宮
）

寝
か
せ
む
と
み
ど
り
児
ゆ
す
る
母
親
を
下
の
道
よ
り
曾

孫
見
て
を
り 

土
方　

と
し
子
（
み
ず
ほ
台
）

家
想
い
畑
を
思
い
病
床
の
義
父
は
退
院
す
る
と
聞
か
ざ

る 

太
田　

正
彦
（
富
田
）

き
さ
ら
ぎ
の
湖
面
平
ら
な
手
賀
沼
も
鴨
に
は
寒
き
か
砂

に
身
を
寄
す 

高
木　

イ
ト
（
大
根
）

遠
い
日
の
わ
が
学
び
舎
に
桜
舞
い
新
入
生
の
声
は
ず
む

な
り 

郡　

千
恵
子
（
下
小
川
）

　

 

香
取
歌
壇 

稲
村　

恒
次
選

紅
き
実
を
た
わ
わ
に
つ
け
し
南
天
を
活
く
れ
ば
喪
の
家

の
戸
口
は
な
や
ぐ 

長
嶋　

理
子
（
高
萩
）

評
・
短
歌
は
平
明
で
誰
に
も
よ
く
解
る
こ
と
。
か
つ
具
体
（
具
象
）

的
に
述
べ
る
こ
と
が
大
切
。
一
首
は
、
紅
い
実
の
付
い
た
南
天
を

活
け
る
と
い
う
具
体
に
よ
っ
て
、
結
句
が
実
感
を
伴
っ
て
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
よ
う
に
鮮
明
に
伝
わ
る
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

朋
友
の
会
ふ
も
別
れ
も
花
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　

�

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

評
・
出
会
っ
た
人
は
い
つ
し
か
別
れ
の
時
が
く
る
。
悲
し
い
こ
と

で
あ
る
が
人
間
の
ま
ぬ
か
れ
な
い
宿
命
で
あ
る
。
折
し
も
、
爛
漫

と
咲
き
ほ
こ
る
桜
の
下
で
の
ド
ラ
マ
が
こ
こ
に
あ
る
。

涅ね

槃は
ん

会え

や
八
十
路
は
遠
し
求ぐ

道ど
う

の
身

�

北
尾　

東
光
（
岩
部
）

囀さ
え
ず

り
の
止
み
て
葦
原
の
水
ゆ
ら
す

�

多
田　

た
け
（
大
倉
）

老
い
ゆ
き
て
余
生
を
過
す
春
炬
燵

�

林　

定
平
（
大
角
）

春
雨
の
葬
と
な
り
た
る
い
く
さ
妻

�

関　

ゆ
き
え
（
三
島
）

悠
久
の
利
根
に
春
日
の
た
だ
よ
へ
り

�

諏
訪　

延
子
（
白
井
）

　₃校が統合され、児童数もアッ
プ！同級生が増え、お友達も増えて、
学校生活もますます楽しくなりそう
ですね。さて、栗源小学校の児童は
何人になったでしょうか？

欅
けやき

の樹

広報かとり₄月₁日号出題の解答です。
　皆さんわかりました？

　児童数は一気に214人
となりました。緊張の面
持ちで対面した児童たち
も、徐々に新しい学校の
雰囲気に慣れ、元気に学
校生活を送っています。
校内には児童たちの元気
な声が響いています。

　栗源小学校では、安全で快適な学習環境を整えるため、
校舎を増築し、木造の図工教室棟を整備しました。この図
工教室棟、ある樹をシンボルにしています。さて、何の樹
でしょうか？

正解は

214人正解は

A

B
Vol.6

解答編

管理栄養士／根本正枝（栗源病院）

❶�みず菜は₃㎝、ニンジンは₃㎝の千切りに
し、洗っておく。

❷�白身魚は₁切れを₃～₄枚にそぎ切りに
し、塩と酒をふる。

❸�ボールにＡを混ぜる。
�❹�魚の水分をペーパータオルでふきとり、片
栗粉をまぶす。余分ははたく。

❺�フライパンに油を温め、❸を魚に付けなが
ら弱火で焼く。最後は火を強めて表面をカ
ラッと焼き上げる。

❻�❶にＢを和えて付け合せにし、皿に盛り付
ける。

黄身
マヨネーズ焼

お弁当にもぴったり。
いか、鶏ささみ、鮭、
えびでもおいしく出来
ます。

【
作
り
方
】

❾

　木目の美しい、欅の樹
をシンボルにした図工教
室棟。生涯学習の場とし
ても多目的に利用できる
ように造られました。児
童の創造力を育てる場と
して活用されます。

₄月30日㈭

パパ 清忠さん
ママ 優子さん

お砂場遊びが大好き♪
もうすぐお姉ちゃんに
なるよ。

香
か

取
とり

 美
み う

羽ちゃん（多田）

パパ 聡さん
ママ かおるさん

食べるの大好き。好き嫌
いなく良く食べるよ★

伊
い

坂
さか

 瑠
る な

菜ちゃん（加藤洲）

パパ 聖史さん
ママ 佳子さん

歌 と ダ ン ス が 大 好 き。
最近メイクに興味津々
なおませさんだよ。

石
いしはま

濱 愛
ま お

桜ちゃん（佐原イ）

パパ 祐輔さん
ママ 里沙さん

乗り物とにぃにが大好
き♥毎日元気に遊んで
いまぁ～す!!

根
ね

本
もと

 大
たい

雅
が

くん（大崎）

パパ 昇さん
ママ 玲子さん

₂人 の お 姉 ち ゃ ん と
フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ー
ごっこが大好きです。

熱
あつ

田
た

 莉
り こ

子ちゃん（小見川）

パパ 和義さん
ママ 智美さん

何でもお姉ちゃんのマネっこ
♥シンデレラ大好き♥ディズ
ニー大好きな元気な子です！

大
おおさか

坂 優
ゆう

愛
な

ちゃん（一ノ分目）

1歳
9カ月

大
空
に
棚
引
く
鯉
の
ぼ
り

1歳
9カ月

材料4人分

い
き
い
き
山
田 

鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

■
開
催
期
間　

4
月
23
日
㈭
～

5
月
7
日
㈭
（
予
定
）

■
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

◇
日
時　

5
月
3
日
㈷　

10
時

～
15
時
（
雨
天
時
4
日
㈷
に
順

延
）

◇
場
所　

橘
ふ
れ
あ
い
公
園

◇
内
容　

牧
野
の
森
大
冒
険
、

ボ
ー
ト
Ｔ
Ｈ
Ｅ
登
龍
門
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
ふ
れ
あ

い
市
、
鯉
の
ぼ
り
ぬ
り
絵
・
手

作
り
か
ぶ
と
コ
ー
ナ
ー　

ほ
か

商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
1
2

　

田
園
を
彩
る
初
夏
の
イ
ベ
ン

ト
﹁
い
き
い
き
山
田　

鯉
の
ぼ

り
ま
つ
り
﹂
は
、
今
年
で
第
20

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

谷
津
田
を
わ
た
る
風
に
の
っ

て
、
橘
堰
上
空
を
泳
ぐ
鯉
の
ぼ

り
を
、
水
辺
遊
歩
道
や
里
山
の

頂
上
な
ど
か
ら
の
ん
び
り
と
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

5
月
3
日
㈷
に
は
、
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

白身魚切り身…… 4切れ
塩…………… 小さじ1/2
酒……………… 大さじ1
片栗粉………… 大さじ2
卵黄……………… 2個分
マヨネーズ………… 80g
こしょう……………少々
サラダ油……… 小さじ1
みず菜………………100g
ニンジン…………… 20g
ごま油………… 小さじ1
塩……………………少々

Ａ

Ｂ

250kcal
塩分1.2g₁人分

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
10カ月

1歳
9カ月

第11問

第12問

　

春
を
象
徴
す
る
﹁
桜
﹂。
市

の
木
と
し
て
も
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
、

桜
の
名
所
と
呼
ば
れ
て
い
る
場

所
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
近
所
で
お
花
見
会
が

あ
り
ま
し
た
。
4
年
前
に
地
域

の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
桜
の

木
が
植
え
ら
れ
た
場
所
。
3
月

に
は
遊
歩
道
も
完
成
し
、
新
た

な
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
4
月
の
人
事

異
動
に
よ
り
広
報
班
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
仕
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
の

出
会
い
を
大
切
に
愛
さ
れ
る
広

報
紙
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

（
Ｔ
）


